
しせい
  ニュース
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市
民
生
活
課
（
内
線
５
６
９
）

防
災
安
全
課
（
内
線
５
６
４
）

６５
歳
以
上
で
運
転
免
許
証
を
自
主
的
に
返
納
す
る
方
に

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
無
料
で
交
付
し
ま
す

　

市
で
は
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

す
る
６５
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
写
真

付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
無
料

で
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
公

的
機
関
等
で
身
分
証
明
書
と
し
て
使
用
で

き
ま
す
。

■
対
象
者　

　

伊
予
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
６５
歳

以
上
の
方

■
住
基
カ
ー
ド
交
付
ま
で
の
流
れ

①
市
民
生
活
課
、
又
は
中
山
・
双
海
地

域
事
務
所
総
合
窓
口
課
で
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を

行
い
ま
す
。

※
運
転
免
許
証
、
印
鑑
、
顔
写
真（
縦
４５
㎜
×

横
３５
㎜
、
正
面
無
帽
、
無
背
景
、
６
か
月
以

内
に
撮
影
し
た
も
の
）が
必
要
で
す
。

②
伊
予
警
察
署
に
運
転
免
許
証
を
返

納
し
ま
す
。

③
運
転
免
許
証
と
引
き
換
え
に
発
行

さ
れ
る「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
証

の
取
消
通
知
書
」を
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を
し
た
窓
口

に
提
出
し
ま
す
。

④
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

が
無
料
で
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
注
意
す
る
こ
と

○
①
の
交
付
申
請
の
際
に
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
す
る
こ
と
を
必
ず

職
員
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

○
①
の
交
付
申
請
は
、
９
時
～
１６
時
３０

分
の
間
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
①
～
④
の
手
続
き
は
、
同
じ
日
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
無
料
交
付
は
、
１
人
１
回
限
り
で

す
。

○
カ
ー
ド
を
交
付
す
る
際
、
４
け
た
の

暗
証
番
号
を
設
定
す
る
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
考
え
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

○
本
人
以
外
の
方
が
申
請
を
行
う
場

合
は
、
交
付
ま
で
の
流
れ
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
市
民
生
活
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

傍聴してみませんか！

９月市議会定例会の日程

月 日 内　　　　　容

９

７㈪ 本会議 議案上程、提案理由の説明

９㈬ 〃 議案質疑、委員会付託

１４㈪ 〃 一般質問

１５㈫ 〃 　 〃

１６㈬ 委員会 各常任委員会（民生文教委員会）

１７㈭ 〃 　　〃　　　（産業建設委員会）

１８㈮ 〃 　　〃　　　（総務委員会）

２５㈮ 本会議
①各常任委員長報告（質疑・討論・表決）
②その他                     （閉 会）

■問い合わせ　議会事務局（内線６０６・６０７）

９月議会

本会議は原則として公開されていますので、

どなたでも傍聴できます。

定額給付金申請期限が迫っています

【１０月６日（火）まで】

　定額給付金の申請期限を過ぎると給付金を

受け取ることができません。まだ申請をして

いない方は、お早めに申請をしてください。

　なお、定額給付金の申請書がまだ届いてい

ない、又は、紛失してしまった方は、早急に

ご連絡ください。

■申請期限　１０月６日（火）※当日消印有効

■受付窓口　市役所２階総務課

　　　　　　各地域事務所総合窓口課

■受付時間　８：３０～１７：１５

（土・日曜日、祝日を除く）

■問い合わせ　

　総務課定額給付金担当

　【直通】☎９８２－１２８９、又は（内線５０８）



＝９月の市税納期＝

■問い合わせ　税務課収納担当（内線５４８・５４９）

納  期  限 口座引落日

国　保　税
（第３期）

９月３０日（水） ９月２８日（月）

今月の市税の納期は次のとおりです。

納期限までに必ず納めましょう。

伊予市役所☎９８２－１１１１（代）中山地域事務所☎９６７－１１１１（代） 双海地域事務所☎９８６－１１１１（代）
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福
祉
課
（
内
線
５
３
８
）

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」
の

訪
問
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

■
事
業
の
内
容

　

生
後
４
か
月
を
迎
え
る
ま
で
の
、
す

べ
て
の
乳
児
の
い
る
家
庭
を
訪
問
し
、

子
育
て
の
孤
立
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
そ

の
居
宅
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安

や
悩
み
を
聞
き
、
子
育
て
支
援
に
関
す

る
必
要
な
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

※
伊
予
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る

新
生
児
訪
問
事
業
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

実
施
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

１
人

■
応
募
資
格　

保
健
師
、
看
護
師
の
資

格
を
有
す
る
方

■
支
給
額　

日
給
８
，１
２
０
円

■
勤
務
日　

お
お
む
ね
週
２
日

※
訪
問
件
数
や
訪
問
先
の
希
望
等
に
応
じ

て
、
毎
月
出
勤
日
を
決
定
し
ま
す
。

■
受
付
期
間　

９
月
２５
日
㈮
ま
で

■
申
し
込
み　

履
歴
書
と
資
格
証
を
福

祉
課
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
採
用　

面
接
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

認
定
長
期
優
良
住
宅
に
対
す
る

固
定
資
産
税
の
減
額
に
つ
い
て

税
務
課
（
内
線
５
３
２
）

　

平
成
２０
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
新

築
住
宅
の
う
ち「
長
期
優
良
住
宅
の
普

及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

認
定
さ
れ
た
住
宅
に
対
す
る
固
定
資
産

税
の
減
額
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

■
対
象
と
な
る
家
屋

①
平
成
２１
年
６
月
４
日
～
平
成
２２
年

３
月
３１
日
に
新
築
し
た
住
宅

②「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
耐
久
性
・

安
全
性
等
の
住
宅
性
能
が
一
定
基
準

を
満
た
す
も
の
と
し
て
、
行
政
庁
の
認

定
を
受
け
て
新
築
さ
れ
た
住
宅

③
居
住
割
合
が
２
分
１
以
上
の
住
宅

■
減
額
を
受
け
る
た
め
の
要
件

①
専
用
住
宅
の
場
合
は
、
床
面
積
が
５０

～
２８０
㎡
の
も
の（
一
戸
建
て
以
外
の
賃

貸
住
宅
の
場
合
は
、
床
面
積
が
４０
～

２８０

㎡
の
も
の
）

②
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
居
住
用
の
床

面
積
が
５０
～

２８０
㎡
の
も
の

③
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
が
、
当

該
家
屋
を
新
築
し
た
年
の
翌
年
の
１

月
３１
日
ま
で
に
申
告
書
を
提
出
す
る

こ
と
。

④
③
の
申
告
書
に
認
定
を
受
け
て
新

築
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類（
認

定
通
知
書
）を
添
付
す
る
こ
と
。

■
減
額
さ
れ
る
額

　

対
象
住
宅
の
固
定
資
産
税
額
の
２

分
１（
居
住
面
積

１２０
㎡
に
相
当
す
る
額

ま
で
）

■
減
額
さ
れ
る
期
間

①
一
般
の
住
宅
…
新
築
後
５
年
間

②
３
階
建
て
以
上
の
準
耐
火
構
造
及

び
耐
火
構
造
住
宅
…
新
築
後
７
年
間

※
認
定
長
期
優
良
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税

の
減
額
措
置
の
適
用
を
申
告
す
る
際
に
必

要
と
な
る「
認
定
通
知
書
」
は
、
新
築
工
事

着
工
前
に
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の

認
定
申
請
を
行
い
、
計
画
の
内
容
が
一
定

の
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
証
す
る
も
の
と

し
て
発
行
さ
れ
る
書
類
で
す
。

　
　

な
お
、
認
定
は
愛
媛
県
が
行
い
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
、
中
予
地
方
局
建
設
部
建

築
指
導
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

金婚記念祝賀式について

　伊予市では、これまで結婚５０周年を迎えら

れたご夫婦の方を対象に、「金婚記念祝賀式」を

開催して参りましたが、年々、参加者が減少す

る中で、皆さんのご意見を参考に事業継続につ

いて検討した結果、今年度から廃止することと

なりましたのでお知らせいたします。

■問い合わせ　長寿介護課（内線５４４）
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しせい
  ニュース

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
長
寿
医
療
制
度
）
の

保
険
料
の
支
払
方
法
に
つ
い
て

健
康
保
険
課
（
内
線
５
２
４
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い

て
、
年
金
か
ら
の
支
払
い
か
ら
、
口
座

振
替
で
の
支
払
い
に
変
更
を
希
望
す

る
方
は
、
健
康
保
険
課
窓
口
・
各
地

域
事
務
所
総
合
窓
口
課
で
申
し
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
に
変
更
し
た
場
合
は
、
世
帯
と

し
て
所
得
税
・
個
人
住
民
税
の
負
担
が
少

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
既
に
申
請
し
て
い
る
方
、
ま
た
、
年
金
か

ら
の
支
払
い
を
希
望
す
る
方
は
、
手
続
き

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
届
出
に
必
要
な
書
類

○
振
替
口
座
の
預
金
通
帳

○
通
帳
の
届
け
印

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証

は
り
・
き
ゅ
う
施
術
の
助
成
に
つ
い
て

健
康
保
険
課
（
内
線
５
４
５
）

　

市
で
は
、
伊
予
市
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
と
後
期
高
齢
者
医
療
の
被

保
険
者
を
対
象
に
、
は
り
・
き
ゅ
う
施

術
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
施
術
所

　

藤
岡
治
療
院
、
福
岡
治
療
院
、
久
保

治
療
院
、
松
本
総
合
治
療
院
、
吉
田
針

灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
治
療
院
、
利
岡
鍼
灸

治
療
院
、
と
り
の
木
鍼
灸
院
、
ま
こ
と

治
療
院
、
㈲
ユ
ニ
ッ
ト
・
ワ
ン
鍼
灸
治

療
院
、
な
だ
ま
ち
鍼
灸
接
骨
院

■
施
術
所
に
持
っ
て
い
く
も
の

　

被
保
険
者
証
、
印
鑑

■
助
成
割
合
な
ど

　

施
術
料（
１
術
１
，１
９
０
円
、
２
術

１
，４
９
０
円
）の
７
割
を
助
成
し
ま
す
。

残
り
の
３
割
分
は
施
術
所
で
支
払
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
を
超
え
る
施
術
を
受
け
た
場
合
の
超

過
分
は
、
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
こ
の
制
度
は
、
は
り
・
き
ゅ
う
施
術
の
み

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
の
限
度

　

１
人
に
つ
き
、
１
日
１
回
、
１
か
月

に
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
は
１５

回
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
は

１０
回
が
助
成
の
限
度
で
す
。

「
い
よ
し
健
康
＆
福
祉
ま
つ
り
」

「
第
５
回
伊
予
市
社
会
福
祉
大
会
」
の
開
催
に
つ
い
て

健
康
保
険
課
（
内
線
５
４
５
）

■
日
程　

１０
月
１８
日
㈰

■
場
所　

ウ
ェ
ル
ピ
ア
伊
予

■
主
な
内
容

○
式
典
・
記
念
講
演（

１３
時
～
、
銀
河
の
間
）

・
演
題　

「
身
近
な
生
活
笑
百
科
」

・
講
師　

三
瀬  

顕 

さ
ん

・
講
師
の
紹
介

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
生
活
笑
百
科
」
で
お
な
じ

み
の
弁
護
士

※
記
念
講
演
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
伊
予
市
社
会
福
祉
協
議
会（
☎

９
８
２
ー
０
３
９
３
）。

○
そ
の
他（
１０
時
３０
分
～
、
い
こ
い
の

広
場
・
ウ
ェ
ル
ホ
ー
ル
）

　

ス
テ
ー
ジ
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
や
健
康
に
関
す
る
相
談
、

各
種
検
診
、
特
産
品
販
売
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

勤
労
者
教
育
融
資
の
「
特
別
金
利
」
を
実
施
！

産
業
経
済
課
（
内
線
５
７
３
）

　

勤
労
者
教
育
融
資
制
度
は
、
勤
労
者

や
そ
の
家
族
の
教
育（
高
等
学
校
卒
業

後
就
学
年
限
２
年
以
上
）に
必
要
な
資

金
を
融
資
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
通
常
金
利
よ
り
も
金
利

を
引
き
下
げ
た「
特
別
金
利
」
を
実
施

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
特
別
取
扱
期
間　

９
月
１
日
～
平

成
２２
年
３
月
３１
日（
上
記
期
間
内
で
融

資
申
し
込
み
を
完
了
し
た
も
の
）

■
対
象
者

○
市
内
に
居
住
又
は
居
住
し
よ
う
と

す
る
２０
～
５９
歳
の
勤
労
者
で
、
同
一
事

業
所
に
１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
方

○
市
税
を
完
納
し
、
前
年
の
給
与
所
得

が
１５０
万
円
以
上
１
千
万
円
未
満
の
方

■
融
資
金
額　

１
世
帯

３００
万
円
以
内

■
返
済
方
法　

１５
年
以
内（
据
置
期
間

４
年
を
含
む
）

■
問
い
合
わ
せ　

四
国
労
働
金
庫
愛

媛
支
店（
☎
９
４
８
ー
１
１
２
１
）又

は
、
産
業
経
済
課
。
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紛失・盗難！  名義貸し！  多重債務！

　クレジットカードは、気軽に扱え、生活に欠

かせないものですが、「借金をすることと同じ」

ということを忘れてはいけません。

①自分の返済能力を考え、使いすぎには注意！

②内容を確かめる。

・事前に内容やサービスを必ず確認。

・インターネット取引は、セキュリティを確認。

③カード・名義を人に貸さない。

・貸したカードや名義貸しによるトラブルで困

るのはあなたです。

④カードの管理に注意！

○紛失や盗難にあったら、すぐにカード会社・

警察に連絡を！○一般的にカードは、クレジッ

ト会社から貸与されたもので、カード会員には、

カードの管理義務があります。○リスクを少な

くするためにも、余分なカードは持たない！

消費者相談窓口　☎９８２－１１１１（内線５７３）

ホップホップ ステップステップ消費者消費者力力
９月２１日（月）～３０日（水）

秋の交通法令講習会のご案内
　交通事故防止のため、運転免許を持っている方

はぜひ受講しましょう！

■日時　下記のとおり。１９時３０分～

月 日 場　　所 対象地区

９

１６㈬ 下灘コミュニティセンター 下灘支部

１７㈭ 南山崎小学校体育館 大平支部

１８㈮ ふたみ基幹集落センター 上灘支部

２４㈭ なかやま農業総合センター 中山支部

２８㈪ 北山崎小学校体育館 中村支部

２９㈫ ＪＡえひめ南伊予支所 上野支部

３０㈬ 伊予市市民会館 郡中支部

１０ ６㈫ 伊予警察署２階会議室 全 地 区

■問い合わせ
　伊予交通安全協会（☎９８２－０１１０）

２０１０年（平成２２年）版

えひめ県民手帳
予約のご案内

■価　　　格　１冊５００円（税込）

■発 行 予 定　１１月上旬

■申込締切日　９月３０日（水）

■申 し 込 み　お住まいの地区の

広報委員又は下記の窓口に申し込

んでください。

■窓口

　○本庁地区

　　　企画財務課（内線５８８）

　○中山地区
　　　中山地域事務所地域振興課

☎９６７ー１１１１

　○双海地区
　　　双海地域事務所地域振興課

☎９８６－１１１１

「
出
産
育
児
一
時
金
」
が
変
わ
り
ま
す

健
康
保
険
課
（
内
線
５
４
５
）

　

緊
急
の
少
子
化
対
策（
平
成
２１
年
１０

月
１
日
～
平
成
２３
年
３
月
３１
日
の
出

産
に
係
る
暫
定
措
置
）と
し
て
次
の
２

点
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

①
支
給
額
が
４
万
円
ア
ッ
プ

　

現
在
、
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き

に
支
給
さ
れ
る
出
産
育
児
一
時
金
の

額
が
、
原
則
４２
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。

※
産
科
医
療
補
償
制
度
未
加
入
の
医
療
機
関

等
で
出
産
し
た
場
合
は
、
３９
万
円
と
な
り

ま
す
。

②
医
療
機
関
等
へ
の

直
接
支
払
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

出
産
費
用
に
出
産
育
児
一
時
金
を

直
接
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医

療
機
関
へ
の
直
接
支
払
制
度
が
始
ま

り
ま
す
。

　

現
在
実
施
し
て
い
る
受
領
委
任
払

制
度
と
異
な
り
、
事
前
の
申
請
が
必
要

な
く
な
り
ま
す
。
今
ま
で
ど
お
り
窓

口
で
受
け
取
る
こ
と
も
可
能
で
す
。（
そ

の
場
合
、
出
産
費
用
は
被
保
険
者
が
直

接
支
払
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。）

※
出
産
費
用
が
４２
万
円
を
超
え
た
場
合
は
、

超
え
た
額
の
支
払
い
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

４２
万
円
未
満
の
場
合
は
、
差
額
を
被
保
険

者
に
支
払
い
ま
す
。
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しせい
  ニュース

シートベルトを正しく着用しましょう！

＝ 市内の交通事故状況 ＝

＝ 市内の街頭犯罪等発生状況 ＝
（７月末日現在）

７月 累計 前年比

侵 入 盗 ３件 ４４件 －３７件

自 動 車 盗 ０件 ４件 ±０ 件

オートバイ盗 １件 １０件 －１２件

自 転 車 盗 ６件 ２９件 －２４件

車 上 ねらい ３件 ２４件 －１６件

安全は 一人ひとりの 意識から
安心は 人のつながり 地域から

（７月末日現在）

７月 累計 前年比

発　生 １７件 １２０件 ＋３４件

死　者 ０人 １人 － ３ 人

傷　者 ２２人 １５５人 ＋５３人

水 道 の 休 日 当 直 当 番 業 者

◆土・日曜日、祝日の上水道、簡易水道、条例水道の緊急業

務（簡易な修理は除く。）は、次の当直水道指定工事事業

者にご相談ください。

月 日 指定工事事業者 電　　話

９

５㈯ ㈲田中興業 中　山 ９６７－０５５８

６㈰ ㈱佐々木工業所 湊　町 ９８３－０４５０

１２㈯ 佐伯工業所 灘　町 ９８３－１２４４

１３㈰ ㈲港南設備 稲　荷 ９８２－４４８７

１９㈯ Ｋ・シマダ 下吾川 ９８３－６５５３

２０㈰ ㈲協和設備工業 上吾川 ９８３ー４１８５

２１㈪ ㈲栄電機設備 中　山 ９６７－１３１８

２２㈫ ㈱伊予設備 米　湊 ９８３－４６１３

２３㈬ 岩井水道工業所 大　平 ９８３－３０６６

２６㈯ 藤岡工業㈱ 上　灘 ９８６－０３５０

２７㈰ ㈲二宮水道工業 下吾川 ９８３－２８１９

１０
３㈯ 未来設備 尾　崎 ９８３－５２８２

４㈰ 功栄設備 中　村 ９８２－５８８８

※業者への依頼は、８：００～１７：００の時間帯にお願いします。

※水道メーターから宅地側の修理は、個人負担となります。

健
康
保
険
課
（
内
線
５
４
７
）

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

結
婚
や
退
職
な
ど
の
節
目
に
は
、
届
出
が
必
要
で
す

　

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
職
業
な
ど

に
応
じ
て
、
次
の
３
つ
の
種
別
に
区
分

さ
れ
ま
す
。

○
第
１
号
被
保
険
者
…
自
営
業
、
農
林

漁
業
、
学
生
、
無
職
等
の
方

○
第
２
号
被
保
険
者
…
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

な
ど
、
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
方（
同
時
に
国
民
年
金
に
も

加
入
し
て
い
ま
す
。）

○
第
３
号
被
保
険
者
…
第
２
号
被
保
険

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
方

《
退
職
の
場
合
》

　

第
２
号
被
保
険
者
は
、
退
職
に
伴
い

種
別
が
変
わ
り
、
国
民
年
金
の
資
格
取

得
届
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
届
出
を
行
わ
ず
、
未
納
期
間
が
あ
る
と
、

障
害
年
金
の
申
請
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
退
職
後
、
自
営
業
や
無
職
に
な
っ
た

方
は
、「
第
１
号
被
保
険
者
」に
変
わ
り

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
配
偶
者
は
、
第
３

号
被
保
険
者
か
ら
、「
第
１
号
被
保
険

者
」に
変
わ
り
ま
す
。

②
退
職
後
、
第
２
号
被
保
険
者
の
配
偶

者
に
扶
養
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
方

は
、「
第
３
号
被
保
険
者
」に
変
わ
り
ま

す
。

※
第
２
・
３
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
方
の
手

続
き
は
、
事
業
所
が
行
い
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
業
務
は

民
間
に
委
託
し
て
い
ま
す

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
国
民
年
金
保
険

料
の
滞
納
者
に
対
し
て
行
う「
電
話
や

文
書
、
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
督
励
業

務
」を
民
間
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

○
納
付
督
励
業
務
を
行
う
民
間
事
業
者

日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル
債
権
回
収
株
式
会
社

※
民
間
事
業
者
が
戸
別
訪
問
す
る
際
に
は
、

社
会
保
険
庁
長
官
が
発
行
し
た
、
顔
写
真

入
り
の「
納
付
督
励
員
証
明
書
」を
提
示
し

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

☎
９
２
５
ー
５
１
０
５
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皆
さ
ん
の
安
心
の
た
め
、
消
防
は
２４
時
間
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
救
急
の
日
」「
救
急
医
療
週
間
」

伊
予
消
防
署
☎
９
８
２
ー
０
６
５
７

■伊予市管内の火災と救急出場件数（７月末日現在）

種別 ７月分 累計（１月から）

火 災

件 数

本庁 １

１

本庁 ６

１０中山 ０ 中山 ２

双海 ０ 双海 ２

救急出場

件 数

本庁 １０７

１５１

本庁 ７８６

１，０４０中山 １７ 中山 １１７

双海 ２７ 双海 １３７

☎
火災・救急　➡　１１９

火　　災
救急病院

  案内 ９８２－５９５９

子
ど
も
の
け
い
れ
ん

～
消
防
豆
知
識
～

９
月
９
日
は
、
救
急
の
日
。

９
月
６
～
１２
日
は
、
救
急
医
療
週
間

　

救
急
業
務
と
救
急
医
療
に
対
し
て
、

皆
さ
ん
の
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
救
急
医
療
関
係
者

の
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に
、
毎
年

９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
日
を
含
む

１
週
間
を「
救
急
医
療
週
間
」
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
応
急
手
当
を
覚
え
、
大

切
な
人
の
命
を
救
え
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

救
え
る
命
を
救
い
た
い
！

■
応
急
手
当
の
重
要
性

　

心
臓
停
止
や
呼
吸
停
止
と
い
っ
た

緊
急
事
態
の
場
合
、
応
急
手
当
を
し
な

い
と
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
蘇
生

す
る
確
率
が
低
く
な
り
ま
す
。
救
命

効
果
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
救
急

車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
救
急
事
故

現
場
に
居
合
わ
せ
た
人（
バ
イ
ス
タ
ン

ダ
ー
）が
応
急
手
当
を
実
施
す
る
こ
と

が
何
よ
り
大
切
で
す
。

■
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

心
臓
停
止
の
多
く
は
、
心
室
細
動
と

い
う
重
症
の
不
整
脈
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
心
室

細
動
を
引
き
起
こ
し
た
人
を
救
う
た

め
に
は
、
一
刻
も
早
く
除
細
動
（
電
気

シ
ョ
ッ
ク
）を
行
い
、
心
臓
の
動
き
を
元

に
戻
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

処
置
を
行
う
器
具
が
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
公
共
機
関
等
に
備
え
付

け
ら
れ
て
い
て
、
一
般
の
方
で
も
、
音

声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
操
作
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
消
防
署
で
は
、
応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱

の
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
受
講
を
希

望
す
る
方
は
、
お
近
く
の
消
防
署
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

伊
予
消
防
署
☎
９
８
２
ー
０
６
５
７

中
山
出
張
所
☎
９
６
７
ー
１
１
７
１

双
海
出
張
所
☎
９
８
６
ー
０
０
７
４

　

目
の
前
で
子
ど
も
が
け
い
れ
ん（
ひ

き
つ
け
）を
お
こ
す
と
、
慌
て
て
し
ま

い
ま
す
。
多
く
の
場
合
は
、
熱
性
け
い

れ
ん
で
、
５
分
以
内
に
は
治
ま
り
ま
す
。

落
ち
つ
い
て
対
応
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

■
観
察

○
け
い
れ
ん
の
状
態（
け
い
れ
ん
の
部

位
、
つ
っ
ぱ
っ
て
い
る
か
、
ガ
ク
ガ
ク

し
て
い
る
か
）

○
け
い
れ
ん
の
持
続
時
間（
け
い
れ
ん

の
時
間
は
長
く
感
じ
ま
す
。
時
計
で

確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
）

■
応
急
手
当

○
呼
吸
が
楽
に
な
る
よ
う
衣
服
の
ボ

タ
ン
を
外
し
、
楽
な
姿
勢
を
と
ら
せ
、

安
静
に
寝
か
せ
る
。

○
周
囲
に
危
険
な
も
の
が
あ
れ
ば
遠

ざ
け
る
。

○
顔
を
横
に
向
け
、
嘔
吐
物
な
ど
が
の

ど
に
詰
ま
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

■
注
意
事
項

○
慌
て
て
体
を
押
さ
え
付
け
た
り
、
激

し
く
揺
す
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
で

き
る
だ
け
刺
激
を
与
え
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。

○
け
い
れ
ん
で
舌
を
か
む
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
口
に
ス
プ
ー

ン
や
割
り
ば
し
、
タ
オ
ル
な
ど
を
入
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。口
の
中
を
傷
付
け
、

か
え
っ
て
危
険
で
す
。
ま
た
、
指
な
ど

を
無
理
に
入
れ
る
と
、
か
み
切
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

◎
緊
急（
救
急
車
を
要
請
す
る
か
、

す
ぐ
に
医
師
の
診
察
を
！
）

○
け
い
れ
ん
が
１０
分
以
上
持
続
す
る

○
短
い
時
間
に
け
い
れ
ん
を
繰
り
返
す

○
け
い
れ
ん
が
治
ま
っ
て
も
意
識
が

な
い


